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要 約

北海道において、エゾシカ（Cervus nippon yesoensis）の個体数は増加の一途をたどっており、その生息域

はヒトの生活環境および家畜の飼養領域にまで達している。このため、エゾシカの排泄物を介して家畜やヒト

へも肝蛭などの寄生虫感染の波及が懸念される。本研究では、２０１１年１１月から２０１２年９月において、北海道日

高地方で得られたエゾシカの新鮮直腸便４３７検体について寄生虫検査を行い、内部寄生虫の感染状況を調査した。

一般線虫卵の寄生率は９５．０％、日本産肝蛭（Fasciola sp．）の寄生率は９．５％であった。今回の調査によりエゾ

シカにおける肝蛭寄生率は既報の釧路および十勝で報告されている寄生率と比較して低い値であった。この結

果は、中間宿主であるヒメモノアラガイの道内分布域と関連性があると考えられた。
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諸 言

北海道において、エゾシカ（Cervus nippon yesoen-

sis）の個体数は増加の一途をたどっておりその生息域

はヒトの生活環境および家畜の牧野にまで達している。

このため、エゾシカの排泄物を介して家畜やヒトへも日

本産肝蛭（Fasciola sp．）などの寄生虫感染の波及が懸

念されることから、野生のエゾシカにおける日本産肝蛭

を始めとする寄生虫感染状況を把握することは、畜産業

及び公衆衛生の双方の観点から重要であると考えられる。

しかし、北海道に生息するエゾシカに関する寄生虫学的

な調査・報告は少なく、国内に生息しているニホンジカ

に関してもその報告数は限られている［４、５］。また、北海

道においては釧路および十勝産エゾシカにおける日本産

肝蛭の寄生に関しての疫学的な調査があるが［２、３］、その

他の地域ではまとまった調査は見当たらない。そこで、

今回、北海道日高地方に生息するエゾシカについて、日

本産肝蛭の感染状況を把握するための疫学的調査を行っ

た。

材料と方法

２０１１年１１月から２０１２年９月において、北海道日高地方

で得られたエゾシカの新鮮直腸便４３７検体を酪農学園大

学野生動物医学センター（以下、WAMC）に冷蔵もし

くは冷凍で送付後、４℃の冷蔵庫にて一時保存し、２週

間以内に糞便内虫卵検査を実施した。糞便材料からショ

糖遠心浮游法と渡辺沈殿法を用い［１］、線虫卵、条虫卵、

吸虫卵およびコクシジウム類オーシストの検出を行った。

糞便内の虫卵検査では、浮遊法を第一選択として実施し、

得られた糞便量が１０gを超える際に、沈殿法を合わせ

て実施した。検出された虫卵およびオーシストについて、

マイクロミクロメーターを用い、その大きさを測定した。

また、コクシジウムのオーシストが検出された場合には、

ショ糖液を蒸留水に置換後、２５℃にて静置し、スポロシ
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ストの形成を観察した［１］。

成績と考察

浮遊法により虫卵検査を実施した４３７検体のうち４１５検

体で線虫卵（検出率９５％）が、２６５検体でコクシジウム

オーシスト（検出率６０．０％）が、そして９検体で条虫卵

（検出率２．１％）が検出された（図１）。これらの検出率

において、性別、年齢における違いはみられず、検出さ

れた寄生虫卵のほとんどは線虫卵およびコクシジウム

オーシストであった（図２、３）。検出された線虫卵の

うち、Trichuris sp.、Capillaria sp.（毛細頭線虫科に

はいくつかの属に分ける考えもあるが、ここでは便宜上、

代表的な属 Capillaria と記した）、Nematodirus sp．、

Moniezia sp．が形態的に分類できた（図８－１、２、

３、４）。その他の線虫卵は、一般線虫卵とした（図８

－５）。また、培養の結果、スポロシストが４つ確認で

きたものは Eimeria 属とし、スポロシストが形成され

なかったものは一般オーシスト（スポロシスト未形成）

図４ モニタリング結果 EPG／OPG

図５ モニタリング結果 EPG（性別）
図１ 糞便検査結果 検出率（全サンプル）

図６ モニタリング結果 OPG（性別）

図２ 糞便検査結果 検出率（性別）

図７ 沈殿法結果（肝蛭卵陽性１７サンプルの月別の検出
率推移）図３ 糞便検査結果 検出率（年齢別）
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とした（図８－６、７）。

今回の１１カ月間のモニタリング期間において、EPG／

OPG値（註：それぞれ１gあたりの糞便に含まれる虫

卵数が前者、同・オーシスト数が後者）の大きな変動は

確認されなかった。おそらく、寄生虫感染動態に季節に

よる影響はないものと考えられた（図４）。また、雄・

雌ごとの月別モニタリング結果においても、EPG／OPG

値に大きな変動が確認されなかった。おそらく、繁殖期

等による影響もほとんど無いものと考えられた（図５、

６）。

また、沈殿法を実施した１７９検体のうち１７検体から日

本産肝蛭卵が検出された（検出率９．５％）（図１）。日本産

肝蛭卵は双口吸虫卵と形態が酷似しているが、ここでは

卵黄細胞が卵蓋側に分布しているかどうかを基準に、日

本産肝蛭卵と双口吸虫卵とを鑑別した（図８－８）。日

本産肝蛭卵検出率について月別の変化を分析したところ、

２０１２年５月から２０１２年８月にかけて増加していた（図７）。

これは、越冬した感染中間宿主（ヒメモノアラガイ）か

ら遊出した肝蛭のセルカリアが雪解け時期である３から

４月頃に草等に被嚢し、これを食べたエゾシカの体内で

成熟し、５月頃から糞中に虫卵として排泄されたと推察

された。十勝地方におけるエゾシカの日本産肝蛭に関す

る報告においても、これに類似した季節的変動について

言及されている［２］。

先行研究［２、３］と比較し、エゾシカにおける日本産肝蛭

の寄生率の地理的な差異を概観した。釧路地方で２０００年

５０．０％、２００７年５６．０％、十勝では２０１２年１４．２％であっ

た［２、３］。今回の日高地方では９．５％であり、釧路地方の

高い寄生率が注目された。この原因の一つに、中間宿主

であるヒメモノアラガイの分布と何らかの関連があるの

ではなかろうか。すなわち、エゾシカの棲息域が湿原や

平地である釧路地方と比べ、山岳地帯である十勝・日高

地方では、ヒメモノアラガイの生息数がきわめて少ない

可能性がある。これを検証するため、今後は中間宿主と

なる貝類の定量的な調査も併せて実施する必要があろう。
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図８ 検出された蠕虫卵及びコクシジウムオーシスト
１．Trichuris sp.
２．Capillaria sp.
３．Nematodirus sp.
４．Moniezia sp.
５．一般線虫卵
６．Eimeria 属コクシジウムオーシスト
７．一般コクシジウムオーシスト
８．肝蛭虫卵
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援事業に助成頂いた。
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